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豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去２週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去２週間）

2023/12/21

単位（円） 2023/12/19 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

円／豪ドル 97.27 96.54 97.26 95.53 97.12 91.75
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単位（％） 2023/12/19 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前
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（注）左グラフは2022年12月19日～2023年12月19日、右グラフは2023年12月5日～2023年12月19日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2022年12月19日～2023年12月19日、右グラフは2023年12月5日～2023年12月19日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

ここ2週間の豪ドルの対円レートは、上昇しました。
7日に国会で行われた植田日銀総裁による発言から金融緩和政策の早期修正や日米金利差の縮小が意識されたことや、12日発表
の米11月消費者物価指数（CPI）でインフレの鈍化傾向が確認されたこと、12‐13日に開催された米連邦公開市場委員会
（FOMC）で早期利下げの可能性が示唆されたことなどから、円高・米ドル安が進み、連れて豪ドルの対円レートは下落しました。その
後は中国の主要経済指標が堅調な結果となったこと、18‐19日に開催された日銀金融政策決定会合で金融緩和政策の現状維持
が決定されたことなどから、豪ドルの対円レートは上昇しました。

ここ2週間の豪州3年国債利回りは、低下しました。
期間前半は、12月5日に開催された豪州準備銀行（RBA）の金融政策決定会合で、追加利上げ観測が後退したことなどから、豪
州3年国債利回りは低下（債券価格は上昇）しました。その後12日に発表の米11月CPIでインフレの鈍化傾向が確認され、12‐13
日に開催されたFOMC後の記者会見でパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の発言が市場予想よりもハト派的であったこと
から、早期利下げ観測が強まりました。これらを背景に米国国債利回りは低下し、連れて豪州3年国債利回りは一段と低下しました。


